
4. まとめ

混和剤タイプの高粘性型PCグラウト

について実施した試験の結果，以下の

ことが明らかとなった。

（１）標準配合のPCグラウトは，セメ

ントの銘柄によらず水セメント

比の変動が+1%であれば，JP漏

斗流下時間の範囲を外れない。

（２）標準配合のPCグラウトは，セメ

ントの銘柄によらずセメントの

質量の変動が±3%であれば，混

和剤メーカーが推奨するJP漏斗

流下時間の範囲を外れない。ま

た，別稿のセメントの質量測定

結果より，セメントの質量のバ

ラツキは-1.7%～+2.4%であり，

今回の試験から得られた範囲よ

り小さいことが認められた。こ

のことから，標準配合のPCグラ

ウトであれば，袋詰めセメント

の質量にバラツキがあった場合

でも，PCグラウトのJP漏斗流下

時間の範囲を外れないことが確

認できた。

（３）セメントの質量の変動とPCグラ

ウトのフロー値には高い線形性

が認められた。

（３）PCグラウトのJP漏斗流下時間と

フロー値には高い相関性が認め

られた。

（４）単位容積質量から推定される水セメント比は，配合計算上の水セメント比と高い相関性が認め

られた。

本稿は，公益社団法人プレストレストコンクリート工学会PCグラウトの設計施工指針改訂委員会検

査WGの活動成果の一部を報告したものである。
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図－４ JP 漏斗流下時間とフロー値の関係
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図－５ 配合水セメント比と推定水セメント比の関係
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